
本
稿
は
「
東
京
は
神
田
の
生
ま
れ
で
す
」

す
る
も
の
で
あ
る
。

従
来
よ
り
、
こ
の
構
文
は
「
は
」
の
特
殊
な
用
法
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
が
、
い
ま
だ
に
こ
の
構
文
の
構
造
に
つ
い
て
の
明
確
な
論

は
な
い
。
こ
の
問
題
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
「
は
」
の
働
き
と
密

接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
従
来
の
「
は
」
の
研
究

成
果
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。
．

係
助
詞
「
は
」
の
働
き
を
論
ず
る
も
の
と
し
て
、
注
目
さ
れ
る
成

果
が
、
次
の
四
つ
の
概
念
で
あ
る
。

（
イ
）
二
分
結
合

（
口
）
題
目
提
示

（
ハ
）
主
題
と
対
比

（
二
）
取
り
立
て

．
 

ヽ

は
じ
め
に

の
構
造
に
つ
い
て
考
察

「
二
分
結
合
」
は
「
は
」
の
取
り
立
て
機
能
を
示
す
概
念
と
し

て
理
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
「
も
」
「
こ
そ
」
な
ど
の
係
助
詞

に
は
無
用
の
概
念
で
あ
る
。
（
七
八
頁
）

な
お
、
半
藤
は
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

本
稿
で
も
こ
れ
ら
の
用
語
を
使
用
す
る
た
め
、

概
念
規
定
を
し
て
お
く
。

（
イ
）
は
尾
上
圭
介
の
指
摘
に
始
ま
る
が
、
概
念
規
定
に
つ
い
て

は
、
次
の
半
藤
英
明
（
一
九
九
九
）
に
従
う
。

「
は
」
が
上
接
語
と
述
語
と
の
関
係
を
、
情
報
伝
達
上
の
対
等

な
資
格
と
す
る
た
め
に
、
そ
の
直
後
で
一
度
切
断
し
た
状
態
に

置
い
た
上
で
、
そ
れ
ら
を
再
結
合
す
る
働
き
（
七
三
頁
）

「
東
京
は
神
田
の
生
ま
れ
で
す
」

の
構
造

福

間

こ
こ
で
そ
れ
ら
の

真
由
美
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②
 

①
 

即
ち
、
二
分
結
合
と
は
「
は
」
が
持
つ
機
能
の
―
つ
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

（
口
）
の
概
念
規
定
は
、
尾
上
圭
介
(
-
九
九
五
）
が
参
考
と
な

る
。
尾
上
は
「
題
目
（
語
）
の
要
件
」
と
し
て
次
の
①
②
を
挙
げ
る
。

一
文
の
中
で
、
そ
の
成
分
が
表
現
伝
達
上
の
前
提
部
分
と

い
う
立
場
に
あ
る
。

①
|
a
表
現
の
流
れ
に
お
い
て
、
そ
の
部
分
が
全
体
の
中

か
ら
仕
切
り
出
さ
れ
て
特
別
な
位
置
に
あ
る
。

①
|
b
そ
の
成
分
は
、
後
続
の
伝
達
主
要
部
分
の
内
容
が

そ
れ
と
決
定
さ
れ
る
た
め
に
必
要
な
原
理
的
先
行
固

定
部
分
で
あ
る
。
＇

そ
の
成
分
が
、
後
続
部
分
の
説
明
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

（
三
一
頁
）

更
に
、
尾
上
圭
介
（
二

0
0
二）

て
い
る
。

で
は
次
の
よ
う
に
も
述
べ
ら
れ

「
は
」
の
題
目
提
示
の
働
き
と
は
、
文
中
の
あ
る
項
目
を
文
全

体
の
流
れ
の
中
か
ら
仕
切
り
出
し
て
、
表
現
上
特
別
な
位
置
に

立
て
る
こ
と
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。

．．． 
題
目
提
示
と
は
、
「
は
」

だ
け
の
、
し
か
も
そ
の
用
法
の
一
っ
に
過
ぎ
な
い
…
（
六
三
頁
、

即
ち
、
題
目
提
示
と
は
「
は
」

の
で
あ
る
。

の
一
用
法
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
も

（
ハ
）
の
「
主
題
と
対
比
」
の
概
念
規
定
の
た
め
に
は
、
あ
ら
か

じ
め
（
二
）
の
「
取
り
立
て
」
の
概
念
を
押
さ
え
て
お
く
こ
と
が
必

要
と
な
る
の
で
、
そ
れ
ら
は
一
括
し
て
取
り
上
げ
る
。

取
り
立
て
の
概
念
規
定
に
は
諸
説
が
あ
る
が
、
次
は
半
藤
英
明
（
ニ

0
 0
0
)
の
も
の
で
あ
る
。

係
助
詞
に
よ
っ
て
文
中
で
二
項
に
分
節
さ
れ
た
係
り
と
結
び
の

意
味
的
関
係
を
特
に
際
立
た
せ
る

(11
注
目
さ
せ
る
）
こ
と
で
、

主
題
お
よ
び
対
比
の
文
を
作
る
働
き
（
三
四
頁
）

半
藤
英
明
（
二

0
0
0
)
は
、
こ
の
取
り
立
て
の
概
念
を
よ
り
具

体
的
に
郵
笠
空
9

る
た
め
の
図
形
的
モ
デ
ル
も
提
示
し
て
お
り
、
そ
の

説
明
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
取
り
立
て
」
は
、
係
助
詞
を
挟
ん
で
前
後
す
る
二
項
を
他
の

構
成
要
素
よ
り
も
突
出
さ
せ
て
、
い
わ
ば
前
景
化

(profile)

し
て
特
化
し
、
日
本
語
の
直
線
的
構
造
を
立
体
化
す
る
構
造
的

(10) 

操
作
と
し
て
内
観
化
す
る
。
〔
（
注

10)
井
島
正
博
(
-
九
九
二
）

引
用
中
の
…
は
省
略
が
あ
る
こ
と
を
表
す
。
以
下
、
同
様
）
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本
節
で
は
、
「
東
京
は
神
田
の
生
ま
れ
で
す
」
に
関
わ
る
先
行
研
究

の
記
述
を
検
討
し
て
み
た
い
。

こ
の
用
法
は
、
古
く
は
国
語
調
査
委
員
会
編
纂
（
大
槻
文
彦
担
任

編
集
）
に
よ
る
『
口
語
法
別
記
』
(
-
九
一
六
）
に
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。

二、

先
行
研
究
の
問
題
点

に
よ
れ
ば
、
「
内
観
的
」
と
は
「
当
該
事
態
を
そ
の
当
事
者
の
観

点
か
ら
描
く
こ
と
」
で
あ
り
、
「
表
現
主
体
自
身
の
判
断
．
感
情
・

評
価
な
ど
の
言
語
行
為
」
で
あ
る
。
〕
こ
の
操
作
に
よ
り
、
取
り

立
て
た
結
合
の
意
味
的
注
目
度
は
上
昇
す
る
。
（
三
八
頁
）

右
記
の
よ
う
な
理
解
で
は
、
取
り
立
て
の
発
動
に
よ
り
、
主
題
と

対
比
と
が
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
主
題
と
対
比
は
、
取
り

立
て
か
ら
発
す
る
「
は
」
の
用
法
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
み
れ
ば
、
係
助
詞
の
働
き
と
し
て
取
り
立
て
が
あ

り
、
そ
の
中
で
も
、
特
に
「
は
」
特
有
の
機
能
と
し
て
二
分
結
合
が

あ
り
、
「
は
」
の
用
法
と
し
て
は
題
目
提
示
、
及
び
主
題
と
対
比
が
あ

る
が
、
題
目
提
示
と
主
題
と
は
実
質
的
に
同
じ
も
の
と
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

0
「
で
わ
」
の
意
味
の
も
の
、

東
海
道

blI、
静
岡
の
町
で
、
東
京

H‘
神
田
の
大
工
町
、

狂
言
記
、
宗
論
、
こ
な
た
は
、
都
埠
ど
こ
に
ご
ざ
る
ぞ
。
（
三
五

四
S
三
五
五
頁
）

注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
よ
う
な
「
は
」
を
「
で
は
」
の
意
味
の
も

の
と
す
る
考
え
方
で
あ
り
、
以
後
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
有
力
な

も
の
と
な
る
。
例
え
ば
、
中
島
文
雄
(
-
九
八
七
）
に
は
「
『
東
京
は

日
本
橋
の
生
ま
れ
で
す
』
も
『
東
京
の
日
本
橋
』
の
『
東
京
』
を
取

り
出
し
て
強
調
し
た
も
の
と
説
明
で
き
る
。
い
ず
れ
も
主
語
で
は
な

く
、
英
語
に
す
れ
ば

g
for
で
表
さ
れ
る
よ
う
な
副
詞
的
な
構
成
素

で
あ
る
。
（
―
-
八
頁
）
」
と
あ
る
。
諸
星
美
智
直
（
二

0
0
0
)
に

も
同
じ
よ
う
な
認
識
が
あ
る
。

松
下
大
三
郎
(
-
九
三

0
)
に
は
、
次
の
指
摘
が
あ
る
。

甲
「
貴
方
は
何
方
で
す
か
。
」
乙
「
尾
州
で
す
。
」
甲
「
尾

州
頃
何
方
で
す
か
。
」
乙
「
尾
州
咀
名
古
屋
在
で
す
。
」

こ
の
「
は
」
を
「
の
」
の
意
味
と
思
っ
て
は
い
け
な
い
。
「
は
」

と
「
の
」
と
は
非
常
に
違
ふ
。
甲
の
語
中
の
「
尾
州
」
は
輩
な

る
名
詞
と
し
て
の
「
尾
州
」
で
は
な
い
。
乙
が
「
尾
州
で
す
。
」

と
云
っ
た
そ
の
判
断
作
用
の
結
果
を
表
す
と
し
て
の
「
尾
州
」
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で
あ
る
。
だ
か
ら
「
尾
州
は
」
は
「
尾
州
で
あ
る
こ
と
は
」
の

意
で
あ
る
。
「
そ
の
尾
州
た
ら
く
は
」
の
意
で
あ
る
。
（
三
四
六

頁）
こ
こ
で
は
、
問
題
の
「
は
」
を
「
で
あ
る
こ
と
は
」
「
そ
の

S
た
ら

く
は
」
の
意
味
の
も
の
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
東
京
は
神
田
の
生

ま
れ
で
す
」
の
「
東
京
」
は
、
こ
こ
で
の
「
尾
州
」
の
よ
う
に
判
断

作
用
の
結
果
を
表
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
単
な
る
名
詞
と
し

て
の
「
東
京
」
で
あ
る
。
し
か
も
、
問
答
の
答
え
と
し
て
成
立
す
る

と
い
う
考
え
方
に
も
確
固
と
し
た
妥
当
性
が
見
出
し
に
く
い
。

萱
野
宏
(
-
九
六
四
）
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

〈
東
京
は
神
田
の
生
ま
れ
〉
の
「
は
」
を
「
の
」
に
お
き
か
え

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
…
意
味
が
ち
が
っ
て
い
て
、
「
東
京
で

は
ど
こ
か
と
い
う
と
」
「
東
京
で
は
」
と
い
っ
た
意
味
だ
か
ら
で

あ
る
。
…
名
詞
句
に
「
は
」
の
つ
い
た
も
の
は
、
「
が
」
「
を
」

「
に
・
で
」
「
時
」
「
の
」
な
ど
の
格
を
含
み
あ
る
い
は
共
に
し

な
が
ら
、
「

S
に
つ
い
て
い
え
ば
」
、
「

S
な
ら
」
の
気
持
ち
を
提

示
し
な
が
ら
解
説
を
呼
び
お
こ
し
、
副
詞
的
な
句
に
「
は
」
の

つ
い
た
も
の
は
強
調
提
示
し
て
「
そ
り
ゃ
」
の
意
味
を
こ
め
る
、

こ
う
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
（
二
五
五

S
二
五
六

頁
・
ニ
六
三
頁
）

全

体

部

分

剌
閲
吋
外
神
田
の
神
田
神
社
の
お
祭
り

-

A

-

↓
 

こ
こ
で
は
、
「

S
に
つ
い
て
い
え
ば
」
「

S
な
ら
」
の
気
持
ち
を
提

示
し
な
が
ら
解
説
を
呼
び
起
こ
す
も
の
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
が
、

問
題
の
「
は
」
は
上
接
語
を
提
示
し
て
解
説
を
呼
び
起
こ
す
も
の
、

即
ち
、
題
目
提
示
で
は
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
問
題
の

「
は
」
は
「

S
に
つ
い
て
」
述
べ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
点

は
、
次
に
挙
げ
る
青
木
伶
子
(
-
九
九
二
）
に
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
考
え
は
支
持
し
得
る
も
の
で
あ
る
。

連
体
修
飾
連
体
修
飾

こ
こ
で
は
「
東
京
」
に
つ
い
て
は
何
ら
の
解
説
も
な
さ
れ
て
ゐ

な
い
。
こ
の
文
は
、
タ
イ
ト
ル
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
「
神
田

祭
り
」
に
対
す
る
解
説
文
で
あ
る
。
解
説
の
中
で
最
も
重
要
な

の
は
「
神
田
神
社
の
お
祭
り
（
デ
ア
ル
）
。
」
の
部
分
で
あ
る
。

が
、
そ
れ
に
所
在
地
を
示
す
「
外
神
田
の
」
と
い
ふ
連
体
修
飾

が
つ
い
た
も
の
で
あ
る
。
本
来
は
こ
れ
で
充
分
か
も
知
れ
な
い

が
、
東
京
人
以
外
の
人
々
に
と
っ
て
「
外
神
田
」
の
知
名
度
は

今
ひ
と
つ
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
又
、
「
京
都
の
祇
園
祭
り
、

大
阪
の
天
満
祭
り
」
と
有
名
な
都
市
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
来
た
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こ
と
も
あ
っ
て
、
「
東
京
」
が
是
非
と
も
必
要
と
さ
れ
た
結
果
の

表
現
で
あ
る
。
表
現
内
容
は
、
「
東
京
、
外
神
田
の
神
田
神
社
の

お
祭
り
」
或
い
は
「
東
京
の
外
神
田
の
神
田
神
社
の
お
祭
り
」

と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
「
東
京
の
外
神
田
の
神
田
神
社
」
と

い
ふ
表
現
に
お
け
る
「
東
京
」
は
、
「
神
田
神
社
」
の
連
体
修
飾

語
で
あ
る
「
外
神
田
」
に
対
し
て
更
に
連
体
修
飾
に
立
っ
て
ゐ

る
か
ら
、
そ
の
重
み
は
極
め
て
軽
い
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
意
味
か
ら
言
へ
ば
、
「
外
神
田
」
の
あ
り
場
所
を
示
す
為
の

も
の
に
他
な
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
連
体
修
飾
語
と
し
て
の
軽
さ

に
は
甘
ん
じ
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
題
目
提
示
用
法
を
持
つ
ハ
助

詞
が
選
ば
れ
た
の
だ
と
思
は
れ
る
。
意
味
的
に
内
省
す
れ
ば
ノ

で
表
さ
れ
る
関
係
ー
全
体
と
部
分
の
関
係
ー
以
外
で
あ
り
得
な

い
も
の
を
、
形
の
上
で
、
即
ち
表
現
の
上
で
、
恰
も
題
目
で
あ

る
か
の
如
く
、
重
く
扱
っ
た
の
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
場
合
も

ハ
は
決
し
て
ノ
の
代
行
を
し
て
は
ゐ
な
い
。
（
一
七
九

S
一
八
〇

頁）

青
木
に
よ
れ
ば
、
問
題
の
用
法
は
、
題
目
提
示
用
法
を
持
つ
「
は
」

助
詞
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
表
現
上
、
恰
も
題
目
で
あ
る
か
の

ご
と
く
、
「
は
」
の
上
接
語
を
重
く
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
「
は
」
の
用
法
は
、
「
は
」
の
ご
く
一
般
的
な
通
常
の
構
文
と
は
か

な
り
異
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
用
法
が
許
さ
れ
る
の
か
、

と
い
う
と
こ
ろ
が
問
題
で
あ
る
。

ま
た
、
野
田
尚
史
(
-
九
九
六
）
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
東
京
は
神
田
の
生
ま
れ
だ
。
」
の
よ
う
な
文
は
、
格
関
係
と
し

て
は
「
東
京
の
神
田
の
生
ま
れ
（
で
あ
る
こ
と
）
」
と
考
え
る
の

が
い
ち
ば
ん
自
然
で
あ
る
。
…
こ
の
型
の
文
の
「
＼
は
」
は
、

ふ
つ
う
、
名
詞
を
修
飾
す
る
節
の
中
に
あ
り
、
文
末
ま
で
か
か

っ
て
い
な
い
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
次
の

(45)

で
も
「
港
区

は
」
は
、
「
高
級
ス
ー
パ
ー
」
を
修
飾
す
る
「
港
区
は
広
尾
に
あ

る
」
と
い
う
節
の
中
に
あ
る
。

(
4
5
)
こ
う
い
う
”
お
し
ゃ
れ
な
映
画
“
に
似
合
う
場
所

は
ど
こ
か
と
見
て
い
た
ら
、
グ
ル
メ
の
高
橋
幸
宏

が
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
材
料
を
買
い
に
行
く
と
こ
ろ

は
、
港
区
は
広
尾
に
あ
る
高
級
ス
ー
パ
ー
、
明
治

屋
。
（
川
本
三
郎
『
雑
踏
の
社
会
学
』
一
四
三
頁
）

こ
の
よ
う
な
「
は
」
は
、
文
の
口
調
を
整
え
る
だ
け
と
い
っ
て

も
い
い
よ
う
な
、
か
な
り
特
殊
な
も
の
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
文

体
の
文
章
に
し
か
で
て
こ
な
い
。
（
四

O
S
四
一
頁
）

し
か
し
、
い
く
ら
「
特
殊
」
で
は
あ
っ
て
も
、
文
の
口
調
を
整
え

る
だ
け
の
用
法
と
す
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
か
。

最
後
に
、
竹
林
一
志
(
-
九
九
七
）
の
指
摘
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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「
東
京
は
神
田
の
生
ま
れ
だ
」
型
表
現
に
お
け
る
「
は
」
の
前

項
の
存
在
理
由
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、

同
表
現
の
「
は
」
の
前
項
と
後
項
と
が
「
全
体
ー
部
分
」
の
関

係
を
な
し
て
い
る
こ
と
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
「
東
京
は
神

田
の
生
ま
れ
だ
」
型
表
現
に
お
け
る
「
は
」
の
前
項

(11
全
体
）

は
後
項

(11
部
分
）
よ
り
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

(11
目
立
つ
）

要
素
で
あ
り
、
後
項
は
前
項
よ
り
知
ら
れ
て
い
な
い

(11
目
立

た
な
い
）
要
素
で
あ
る
。
「
東
京
は
神
田
の
生
ま
れ
だ
」
型
表
現

は
、
こ
の
「
よ
り
知
ら
れ
て
い
る
要
素
」

(11
目
立
つ
要
素
）
を

媒
介
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
よ
り
知
ら
れ
て
い
な
い
要
素
」

(11
目
立
た
な
い
要
素
）
を
認
識
し
や
す
く
す
る
表
現
で
あ
る

と
見
ら
れ
る
。
同
表
現
の
「
は
」
の
前
項
は
、
後
項
に
つ
い
て

の
理
解
が
不
十
分
に
な
る
の
を
避
け
る
役
目
を
担
っ
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。
（
五
一
頁
）

こ
こ
で
は
「
東
京
ー
神
田
」
の
関
係
か
ら
「
全
体
ー
部
分
」

係
を
つ
か
ま
え
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
関
係
が
な
ぜ
「
は
」

さ
れ
る
の
か
と
い
う
点
は
分
か
り
に
く
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
「
東
京
は
神
田
の
生
ま
れ
で
す
」
の
構
造
に
つ
い

て
は
明
確
な
決
着
を
見
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
。

の
関

で
示

②
 

イ
ム

例
文
①
を
二
分
結
合
の
働
き
か
ら
考
え
る
。
上
接
語
「
私
」
と
述

語
「
山
田
で
す
」
と
は
、
そ
れ
ら
の
関
係
を
情
報
伝
達
上
の
対
等
な

資
格
と
す
る
た
め
に
、
「
は
」
に
よ
っ
て
切
断
さ
れ
、
再
結
合
さ
れ
て

い
る
。
即
ち
、
「
は
」
は
、
「
私
が
山
田
で
あ
る
」
こ
と
を
、
「
私
」
と

「
山
田
で
す
」
の
前
後
両
項
を
切
断
、
再
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

対
等
な
意
味
の
二
項
と
し
て
結
合
し
て
、
一
文
の
意
味
を
与
え
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
は
」
の
用
法
に
お
い
て
は
、
「
は
」
の

前
後
両
項
が
明
確
で
あ
り
、
後
項
は
文
末
ま
で
を
含
む
。
こ
れ
に
対

し
て
、
「
東
京
は
神
田
の
生
ま
れ
で
す
」
型
の
構
文
は
そ
の
よ
う
な
認

定
が
で
き
な
い
。

東
京
ば
神
田
の
生
ま
れ
。
（
佐
賀
新
聞
〔
経
済
〕
テ
ィ
ー
タ

一
九
九
八
•
五
・
一
九
）

例
文
②
で
二
分
結
合
の
対
象
と
な
る
両
項
と
は
ど
の
部
分
で
あ
ろ

う
か
。
前
項
部
分
は
「
東
京
」
し
か
あ
り
え
な
い
が
、
後
項
部
分
は

①
私
団
山
田
で
す
。

ま
ず
は
、
典
型
的
な
「
は
」
構
文
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

――-‘ 
構
文
の
特
徴
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③
今
回
の
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
ア
メ
リ
カ
I
i
i
L
A
。
（
佐
賀
新

判
断
が
難
し
い
。

こ
の
点
で
参
考
と
な
る
の
が
、
諸
星
美
智
直
（
二

0
0
0
)
で
あ

る
。
諸
星
は
問
題
の
構
文
に
つ
い
て
、
次
の
指
摘
を
し
て
い
る
。

（
イ
）
「
は
」
を
介
す
る
前
項
と
後
項
と
の
関
係
は
、
専
ら
「
大

地
名
＞
小
地
名
」
の
関
係
の
場
合
に
使
用
さ
れ
る
。

（
口
）
前
項
と
後
項
と
の
大
小
の
関
係
は
、
「
道
＞
国
」
で
あ
っ

た
り
「
国
＞
郡
」
で
あ
っ
た
り
「
郡
＞
村
」
で
あ
る
等
、

相
対
的
で
あ
る
。

（
ハ
）
共
起
す
る
動
詞
及
び
転
成
名
詞
等
は
、

1
移
動
を
表
す

（
来
る
・
や
っ
て
く
る
・
参
る
…
）
、

2
出
生
・
出
身
を

表
す
（
生
ま
れ
…
）
、
3
所
在
・
存
在
を
表
す
（
あ
る
…
、

指
定
表
現
）
語
に
偏
っ
て
い
る
。

（
二
）
「
は
」
を
使
用
し
な
い
例
も
少
な
く
な
い
。

で
あ
る
と

で
あ

前
項
「
東
京
」
に
対
す
る
後
項
が
「
神
田
の
生
ま
れ
」

す
れ
ば
、
「
東
京
」
と
「
神
田
の
生
ま
れ
」
と
は
意
味
的
関
係
に
お
い

て
対
等
な
資
格
と
し
て
結
ば
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
う

で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
す
る
と
、
後
項
は
「
神
田
」

る
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。

④
 

一
九
九
四
・

例
文
③
の
「
ア
メ
リ
カ
は
L
A
」
の
部
分
は
例
文
②
と
同
構
造
で
、

「
大
地
名
ー
小
地
名
」
の
関
係
に
あ
る
。
し
か
も
、
例
文
②
の
よ
う

に
小
地
名
の
後
に
続
く
語
は
な
く
、
つ
ま
り
、
例
文
③
に
お
い
て
は

「
ア
メ
リ
カ
」
が
前
項
、
「
L
A
」
が
後
項
と
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
結
論
と
し
て
は
、
例
文
②
に
お
け
る
「
は
」
の

前
項
は
「
大
地
名
」
で
あ
る
「
東
京
」
、
後
項
は
「
小
地
名
」
で
あ
る

「
神
田
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
は
」
の
二
分
結
合
の
働
き
か
ら
考

え
る
と
、
こ
の
二
項
が
対
等
な
資
格
と
し
て
切
断
・
再
結
合
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
項
の
関
係
性
は
一
般
的
な
用

法
に
お
け
る
二
項
の
関
係
性
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
二
項
が
「
大
地

名
」
と
「
小
地
名
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
通
常
の
解
釈
で
は
意
味
的

に
結
び
つ
く
こ
と
に
違
和
感
が
生
じ
て
し
ま
う
。
即
ち
、
そ
の
関
係

性
は
、
二
分
結
合
で
は
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

「
大
地
名
ー
小
地
名
」
の
関
係
を
示
す
「
は
」
構
文
の
特
殊
性
は
、

「
は
」
を
使
用
し
な
く
と
も
文
が
成
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。
左
の
具

体
例
で
確
認
し
て
み
た
い
。

根
っ
か
ら
の
関
西
の
人
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
東
京
国
日

本
橋
生
ま
れ
の
人
だ
っ
た
。
（
佐
賀
新
聞
〔
総
合
（
一
面
）
〕

聞
〔
文
化
〕
今
週
の

C
D
B
E
S
T
1
0
 

六
一
七
）
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例
文
④
は
「
東
京
は
日
本
橋
生
ま
れ
」
、
例
文
⑤
は
「
東
京
日
本
橋

生
ま
れ
」
で
あ
る
。
即
ち
、
例
文
④
と
例
文
⑤
と
は
全
く
同
じ
情
報

価
値
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
例
文
④
の
型
は
「
は
」
を
使
用
し
な
く
と

も
成
立
す
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
ぜ
「
は
」
を
使
用
せ

ず
と
も
成
立
す
る
の
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
「
大
地
名
—
小
地
名
」

の
関
係
が
極
め
て
当
然
の
関
係
と
し
て
理
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
り
、

最
も
理
解
し
や
す
い
語
順
だ
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
大
地
名

ー
小
地
名
」
の
関
係
は
す
べ
て
の
人
に
共
通
す
る
客
観
的
な
視
点
か

ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
世
の
中
の
常
識
に
基
づ
い
た
は
っ
き
り
と
明

確
な
意
味
類
縁
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
「
東
京
は
神
田
の
生
ま
れ
で
す
」
の
構
文
は
、
「
東
京
神

田
の
生
ま
れ
で
す
」
を
「
は
」
構
文
と
し
て
作
り
か
え
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
の
だ
が
、
「
は
」
構
文
に
す
る
か
ら
に
は
何
ら
か
の
効
果
を

狙
っ
た
も
の
と
捉
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
な
ら
ば
、
「
東
京

は
神
田
の
生
ま
れ
で
す
」
型
の
「
東
京
は
神
田
」
の
二
項
は
ど
の
よ

う
な
意
図
の
も
と
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の

点
を
次
節
で
考
察
す
る
。

⑤
 

二
0
0
0
・
1
0
・

一四）

青
島
氏
は
一
九
三
二
年
東
京
日
本
橋
生
ま
れ
。
（
佐
賀
新
聞

〔
地
方
〕
二

0
0
0
・

―
-
．
一
七
）

四
例
と
も
、
例
文
⑥
「
東
京
深
川
」
、
例
文
⑦
「
北
海
道
札
幌
」
、

例
文
⑧
「
東
京
芝
・
青
松
寺
」
、
例
文
⑨
「
中
国
青
島
」
の
よ
う
に
、

「
は
」
を
介
さ
ず
に
結
ば
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
構

文
に
お
い
て
表
し
た
い
の
は
‘
―
つ
の
地
域
を
示
す
こ
と
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
前
項
に
対
し
て
後
項
を
示
す
と
い
う
関
係
で
は
な
く
、

初
め
か
ら
意
味
的
に
同
質
（
地
域
名
と
い
う
点
で
）
の
二
項
に
よ
っ

て
一
地
域
を
表
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
文
⑥
で
い
え
ば
「
東

⑨
 

⑧
 

⑦
 

⑥
 

次
例
は
「
東
京
は
神
田
の
生
ま
れ
で
す
」
型
の
類
例
で
あ
る
。

東
京
ば
深
川
に
生
ま
れ
た
柳
家
三
亀
松
で
あ
る
。
（
佐
賀
新

聞
〔
文
化
〕
書
評
二

0
0
0
・
七
・
一
六
）

北
海
道
団
札
幌
で
の
お
話
。
（
佐
賀
新
聞
〔
ひ
ろ
ば
〕
廿
＜

ち
辛
く
ち
二

0
0
0
・
ニ
・
ニ
ニ
）

東
京
ば
芝
•
青
松
寺
に
納
め
る
四
天
王
像
で
あ
る
。
（
熊
本

日
日
新
聞
『
読
書
b
o
o
k
s
』
「
ペ
ー
ジ
の
向
こ
う
」
ニ

0
0
ニ
・
六
・
ニ
三
）

中
国
叫
青
島
（
チ
ン
タ
オ
）
仕
込
み
の
一
口
大
の
ギ
ョ
ー

ザ
が
お
い
し
か
っ
た
。
（
熊
本
日
日
新
聞
「
エ
ッ
セ
ー
気
分
」

二
0
0
ニ
・
六
・
三
）

四、

「
東
京
は
神
田
」

の
結
合
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京
」
の
後
項
と
し
て
「
日
本
橋
」
も
「
神
田
」
も
「
下
町
」
も
「
深

川
」
も
あ
る
が
そ
の
中
に
お
い
て
「
深
川
」
を
選
ん
で
い
る
と
い
う

関
係
で
は
な
い
。
生
ま
れ
た
場
所
を
表
す
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
場
所

と
は
選
択
す
る
ま
で
も
な
く
「
深
川
」
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
「
深
川
」

出
身
で
あ
る
こ
と
が
決
定
づ
け
ら
れ
て
い
る
中
で
、
「
深
川
」
が
「
東

京
」
に
あ
る
た
め
に
「
東
京
」
と
「
深
川
」
が
並
列
す
る
。
つ
ま
り

後
項
の
「
小
地
名
」
が
、
文
中
で
表
し
た
い
一
地
域
と
し
て
定
ま
っ

て
お
り
、
前
項
の
「
大
地
名
」
が
選
択
さ
れ
る
形
で
あ
る
。
「
東
京
は

神
田
の
生
ま
れ
で
す
」
型
は
基
本
的
に
そ
の
形
に
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
諸
星
美
智
直
（
二

0
0
0
)
の
指
摘
に
あ
る
、
前
掲
（
イ
）

S

（
二
）
は
、
そ
の
よ
う
な
結
果
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
も
の
だ
と

考
え
る
。

そ
の
よ
う
な
関
係
性
の
中
で
、
「
東
京
は
神
田
」
「
東
京
は
深
川
」

の
「
は
」
が
ど
の
よ
う
な
働
き
を
し
て
い
る
の
か
。
そ
の
有
力
な
考

え
方
と
し
て
、
尾
上
圭
介
（
二

0
0
二
）
を
取
り
上
げ
る
。

け
れ
ど
も
、
「
A
は
B
」
が
そ
の
よ
う
な
意
味
の
断
続
を
帯
び
る

の
は
題
目
ー
解
説
関
係
に
あ
る
場
合
だ
け
な
の
で
あ
っ
て
、
…

現
代
語
の
「
は
」
の
用
法
は
「
題
目
提
示
」
と
「
対
比
」
（
両
者

が
ひ
と
つ
の
用
例
に
お
い
て
重
な
る
こ
と
も
あ
る
）
の
二
つ
に

ほ
ぼ
限
ら
れ
る
が
、
古
代
語
の
「
は
」
に
は
そ
の
い
ず
れ
と
も

言
い
が
た
い
用
例
が
か
な
り
多
数
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
は

現
代
語
に
訳
し
た
と
き
に
「
は
」
が
現
れ
な
い
例
で
あ
る
が
、

そ
の
場
合
も
上
記
の
よ
う
な
断
続
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
（
七
一
頁
）

右
は
、

以
外
に
、

で
あ
る
。

古
代
語
の
「
は
」
の
用
法
で
は
題
目
提
示
と
対
比
の
二
つ

そ
の
い
ず
れ
と
も
言
い
が
た
い
用
法
が
あ
る
と
い
う
も
の

古
代
語
の
用
例
と
し
て
は
、
次
例
が
挙
が
る
。

0
「
み
吉
野
の
耳
我
の
嶺
に
時
な
く
そ
雪
ば
降
り
け
る

く
そ
雨
団
降
り
け
る
」
（
万
葉
二
五
）

0
「
田
子
の
浦
ゆ
う
ち
出
で
て
見
れ
ば
ま
白
に
そ
富
士
の
高
嶺

に
雪
ば
降
り
け
る
」
（
万
葉
三
一
八
）

0
「
天
離
る
榔
に
も
月
は
照
れ
れ
ど
も
妹
そ
遠
く
ば
別
れ
来
に

け
る
」
（
万
葉
三
六
九
八
）

0
「
ま
す
ら
を
と
思
へ
る
我
を
か
く
ば
か
り
恋
せ
し
む
る
は
悪

し
く
ば
あ
り
け
り
」
（
万
葉
二
五
八
四
）

0
「
時
守
の
打
ち
鳴
す
鼓
数
み
み
れ
ば
時
に
ば
な
り
ぬ
逢
は
な

く
も
怪
し
」
（
万
葉
二
六
四
一
）

〇
「
燃
ゆ
る
火
も
取
り
て
包
み
て
袋
に
ば
入
る
と
い
は
ず
や
も

智
男
雲
」
（
万
葉
一
六

0
)

0
「
我
の
み
そ
君
に
団
恋
ふ
る
我
が
背
子
が
恋
ふ
と
言
ふ
こ
と

は
言
の
な
ぐ
さ
そ
」
（
万
葉
六
五
六
）

0
「
人
皆
は
萩
を
秋
と
い
う
よ
し
我
は
尾
花
が
末
を
秋
と
団
言

間
な

-41-



現
代
語
の
用
例
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
詩
的
表
現
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。〇

「
飲
ん
で
騒
い
で
丘
に
の
ぼ
れ
ば
は
る
か
ク
ナ
シ
リ
に
白
夜

叫
明
け
る
」

0
「
雨
団
降
る
降
る
城
が
島
の
磯
に
利
休
鼠
の
雨
が
降
る
」

尾
上
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
、
「
『
題
目
提
示
』
で
も
『
対
比
』
で

も
な
く
、
『
事
態
の
強
調
的
承
認
』
と
で
も
呼
ぶ
よ
り
仕
方
の
な
い
用

例
群
で
あ
っ
て
、
…
ほ
と
ん
ど
の
場
合
そ
の
『
A
は
B
』
が
文
の
全

体
で
は
な
く
一
部
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
と
お
り
、
『
A

は
B
』
は
緊
密
な
一
体
で
あ
っ
て
そ
の
中
間
に
断
は
感
じ
ら
れ
な
い

の
で
あ
る
。
」
（
七
二
頁
）
と
考
察
さ
れ
る
。

尾
上
の
挙
げ
た
用
例
は
、
「
東
京
は
神
田
の
生
ま
れ
で
す
」
の
類
例

と
は
違
っ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
導
か
れ
た
論
は
「
東
京

は
神
田
」
の
「
は
」
に
も
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

「
東
京
は
神
田
」
型
の
「
は
」
が
題
目
提
示
で
は
な
い
こ
と
は
す

で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
「
東
京
は
神
田
」
は
「
大
地
名

ー
小
地
名
」
の
関
係
と
し
て
初
め
か
ら
結
び
つ
き
が
固
定
的
な
二
項

で
あ
り
、
他
に
特
定
の
対
立
軌
を
持
つ
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
る
。

は
む
」
（
万
葉
ニ
―

I

0
)
 

つ
ま
り
、
「
小
地
名
」
で
あ
る
「
神
田
」
に
適
合
す
る
「
大
地
名
」
の

「
東
京
」
か
ら
な
る
「
東
京
・
神
田
」
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
「
東
京

は
神
田
」
は
完
成
さ
れ
た
情
報
で
あ
り
、
余
分
な
情
報
は
な
い
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
対
比
の
用
法
と
も
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
題
目

提
示
で
も
対
比
で
も
な
い
用
法
で
あ
る
。
典
型
的
な
「
は
」
の
構
文

で
は
次
掲
の
よ
う
な
論
が
成
り
立
つ
が
、
「
東
京
は
神
田
」
型
に
は
適

用
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

「
鯨
は
哺
乳
動
物
だ
」
と
い
う
文
は
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
の

が
「
鯨
」
だ
か
ら
説
明
部
分
が
「
哺
乳
動
物
」
と
な
る
の
で
あ

っ
て
、
「
鯨
」
で
な
く
例
え
ば
「
い
わ
し
」
だ
っ
た
な
ら
も
は
や

「
哺
乳
動
物
」
と
は
言
え
な
い
と
い
う
関
係
を
表
す
も
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
題
目
項
は
解
説
部
分
が
そ
れ
で
あ
る
た
め
の

原
理
的
先
行
固
定
部
分
な
の
で
あ
っ
た
。
「
A
が
A
で
な
か
っ
た

ら
B
と
結
び
つ
く
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
環
境
の
中

で
A
と
B
の
結
合
の
成
立
を
承
成
す
る
こ
と
は
、
分
説
的
承
認

で
あ
る
。

A
と
並
ぶ
様
々
な
前
項
候
補
と
B
と
並
ぶ
様
々
な
後

項
候
補
と
の
無
数
の
結
合
の
可
能
性
を
よ
そ
に
見
つ
つ
、
そ
の

中
か
ら
「
A
ー
B
」
結
合
だ
け
を
唯
一
に
取
り
出
し
て
承
認
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
「
な
ん
ら
か
の
意
味
で
そ
の
事
態
と
対
立
的

な
関
係
に
あ
る
環
境
を
意
識
し
つ
つ
、
こ
の
―
つ
の
事
態
の
成

立
を
承
認
す
る
」
と
い
う
分
説
的
承
認
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
（
七
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右
の
記
述
に
も
あ
る
と
お
り
、
題
目
提
示
に
お
い
て
は
前
項
を
先
．

に
固
定
し
て
後
項
を
続
け
る
形
を
と
る
。
前
項
と
後
項
の
間
に
は
切

断
・
再
結
合
の
「
断
」
が
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
「
東
京
は
神
田
」

型
は
、
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
通
り
、
前
項
に
対
し
て
後
項
が
示
さ

れ
る
と
い
う
関
係
で
は
な
く
、
初
め
か
ら
意
味
的
に
同
質
（
地
域
名

と
い
う
点
で
）
の
二
項
に
よ
っ
て
一
地
域
を
表
そ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
後
項
の
「
小
地
名
」
は
、
文
中
で
表
し
た
い
一
地
域
と
し
て

定
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
上
で
前
項
の
「
大
地
名
」
が
選
択
さ
れ
る
形

で
あ
る
た
め
に
、
二
項
間
に
題
目
提
示
に
お
け
る
よ
う
な
「
断
」
が

生
ま
れ
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
、
「
東
京
は
神
田
」
型
の
「
は
」
は
、

右
記
の
「
分
説
的
承
認
」
で
は
な
く
、
前
掲
の
「
事
態
の
強
調
的
承

認
」
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
東
京
は
神
田
」
型
の
用
法
は
、
題
目
提
示
で
も
対

比
で
も
な
い
別
の
用
法
で
あ
り
、
し
か
も
二
分
結
合
の
概
念
か
ら
も

外
れ
た
用
法
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
用
法
の
「
は
」
の

前
項
と
後
項
は
ど
の
よ
う
な
形
で
結
ぴ
つ
く
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

こ
に
有
効
な
概
念
が
取
り
立
て
で
あ
る
。
取
り
立
て
の
概
念
は
、
第

一
節
に
も
掲
げ
た
が
、
「
係
助
詞
を
挟
ん
で
前
後
す
る
二
項
を
他
の
構

成
要
素
よ
り
も
突
出
さ
せ
て
、
い
わ
ば
前
景
化

(profile)
し
て
特

化
し
、
日
本
語
の
直
線
的
構
造
を
立
体
化
す
る
構
造
的
操
作
と
し
て

二
頁
）

直
接
の
考
察
対
象
で
あ
っ
た
「
東
京
は
神
田
の
生
ま
れ
で
す
」
に

お
い
て
、
一
番
重
要
な
情
報
は
「
神
田
出
身
で
あ
る
」
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
「
神
田
出
身
で
あ
る
」
こ
と
が
伝
え
る
べ
き
核
で
あ
る
。
そ

れ
を
補
う
形
で
、
「
は
」
構
文
と
し
て
は
変
則
的
な
も
の
に
な
る
が
、

前
項
の
部
分
に
「
大
地
名
」
を
配
置
し
て
、
右
の
構
文
が
出
来
上
が

る
。
こ
う
し
て
で
き
た
「
大
地
名
は
小
地
名
」
の
構
造
は
題
目
提
示

の
用
法
で
も
な
く
対
比
の
用
法
で
も
な
い
。
そ
れ
は
「
事
態
の
強
調

五、

「
東
京
は
神
田
の
生
ま
れ
で
す
」

全
体
構
造

の

内
観
化
す
る
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
「
東
京
は
神
田
」
型
に
よ
る

「
は
」
の
前
後
両
項
は
、
意
味
的
に
同
質
（
地
域
名
と
い
う
点
で
）

の
も
の
が
一
体
的
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
し
か
も
「
は
」
の
構
文
を

と
る
こ
と
で
、
情
報
的
な
注
目
度
を
上
げ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
「
は
」
に
取
り
立
て
の
働
き
が
な
け
れ
ば

成
し
え
な
い
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
本
稿
の
考
え

方
に
よ
れ
ば
、
「
は
」
に
取
り
立
て
の
働
き
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
「
東
京

は
神
田
」
型
の
用
法
が
発
生
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
、
「
東
京
は
神
田
」
型
の
「
は
」
が
、
「
は
」
の
働
き
と
し
て

内
包
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
次
節
で
は
「
東
京
は
神

田
の
生
ま
れ
で
す
」
の
全
体
構
造
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
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的
承
認
」
と
で
も
言
う
べ
き
、
い
わ
ば
「
第
三
」
の
用
法
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
「
第
三
」
の
用
法
も
「
は
」
の
取
り
立
て
の
働
き
で

あ

る

こ

と

は

ま

ぎ

れ

も

な

い

。

‘

「
東
京
は
神
田
の
生
ま
れ
で
す
」
の
場
合
、
一
番
重
要
な
伝
え
た

い
内
容
の
焦
点
は
「
神
田
出
身
で
あ
る
」
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
情
報
が
不
十
分
な
場
合
、
例
え
ば
「
神
田
」
が
ど
の
地
域
で

あ
る
の
か
判
断
す
る
こ
と
が
難
し
け
れ
ば
、
「
大
地
名
」
で
あ
る
「
東

京
」
が
ど
う
し
て
も
必
要
と
な
る
。
す
る
と
、
話
し
手
は
「
東
京
・

神
田
」
と
い
う
情
報
を
示
す
こ
と
が
必
要
と
な
る
が
、
そ
の
よ
う
な

地
名
の
並
列
で
は
情
報
の
重
み
が
軽
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ

で
、
「
大
地
名
・
小
地
名
」
と
い
う
並
列
に
「
は
」
を
介
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
特
別
の
効
果
を
生
も
う
と
す
る
。
そ
れ
は
、
「
は
」
の
取
り
立

て
の
働
き
に
よ
っ
て
「
東
京
」
と
「
神
田
」
を
特
別
な
情
報
と
し
て

扱
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
取
り
立
て
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
「
A
は

B
」
は
「
緊
密
な
一
体
」
と
し
て
文
全
体
か
ら
浮
か
び
上
が
り
、
際

立
つ
こ
と
に
な
る
。
そ
の
効
果
が
「
東
京
・
神
田
」
と
い
う
単
な
る

並
列
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
情
報
内
容
的
に
は
何
ら
変
わ
り
な

く
て
も
、
伝
え
方
と
い
う
点
に
お
い
て
「
A
は
B
」
即
ち
「
東
京
は

神
田
」
の
形
は
強
調
的
な
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
東
京
は
神
田
の
生
ま
れ
で
す
」
は
、
「
は
」
の
取
り

立
て
の
働
き
に
よ
っ
て
「
東
京
は
神
田
」
の
部
分
を
文
全
体
か
ら
浮

か
び
上
が
ら
せ
、
際
立
た
せ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
部

⇒
 

取
り
立
て
に
よ
る
強
調

「
緊
密
な
一
体
」

（
大
地
名
）
（
小
地
名
）

束

京

は

神

⇒
 

「
事
態
の
強
調
的
承
認
」

の 連
体
修
飾

分
は
そ
の
後
の
「
生
ま
れ
で
す
」
の
連
体
修
飾
句
で
あ
り
な
が
ら
も
、

特
に
注
目
度
の
高
い
も
の
と
な
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
つ
ま
り

「
大
地
名
は
小
地
名
」
と
い
う
結
び
つ
き
は
、
そ
の
情
報
を
強
く
印

象
付
け
る
効
果
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
型
の
構
文
は
、

出
身
や
所
在
、
存
在
等
、
特
に
地
域
情
報
と
関
わ
る
形
で
類
例
を
広

げ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
と
め
に
、
「
東
京
は
神
田
の
生
ま
れ
で
す
」
の
文
構
造
を
示
せ
ば
、

次
の
図
の
よ
う
に
な
る
。

-44-



竹
林

萱
野

尾
上

尾
上

尾
上

青
木

伶
子
(
-
九
九
二
）
『
現
代
語
助
詞
「
は
」
の
構
文
論
的
研
究
』
笠
間

書
院

圭
介
(
-
九
八
一
）
「
『
は
』
の
係
助
詞
性
と
表
現
的
機
能
」
『
国
語
と

国
文
学
』
第
五
八
巻
第
五
号

圭
介
(
-
九
九
五
）
「
『
は
』
の
意
味
分
化
の
論
理
ー
題
目
提
示
と
対

比
」
『
言
語
』
第
二
四
巻
第
一
―
号

圭
介
（
二

0
0
二
）
「
係
助
詞
の
二
種
」
『
国
語
と
国
文
学
』
第
七
九

巻
第
八
号

宏
(
-
九
六
四
）
『
口
語
文
法
講
座
三
ゆ
れ
て
い
る
文
法
』
明
治
書

院

国
語
調
査
委
員
会
編
纂
（
大
槻
文
彦
担
任
編
集
）

（
一
九
一
六
）
『
口
語
法
別
記
』
文
部
省
（
福
島
邦
道
解
説
『
ロ

語
法
・
同
別
記
』
が
昭
和
五
五
年
五
月
に
勉
誠

社
よ
り
刊
）

一
志
(
-
九
九
九
）
「
助
詞
『
は
』
の
一
用
法
に
つ
い
て
ー
『
東
京
は

神
田
の
生
ま
れ
だ
』
型
表
現
の
特
徴
ー
」
『
国
語

学
会
平
成
九
年
度
秋
季
大
会
要
旨
』

参
考
・
引
用
文
献

松
下
大
三
郎
(
-
九
三

0
)
『
標
準
日
本
口
語
法
』
中
文
館
書
店
（
徳
田
正
信

編
『
増
補
校
訂
標
準
口
日
本
語
法
』
が
昭
和
五

二
年
四
月
に
勉
誠
社
よ
り
刊
）

諸
星
美
智
直
（
二

0
0
0
)
「
現
代
語
に
お
け
る
助
詞
『
は
』
の
特
殊
な
用
法

ー
『
上
州
は
新
田
郡
三
日
月
村
の
生
ま
れ
』
を

め
ぐ
っ
て
ー
」
国
語
研
究
（
国
学
院
大
学
）
六

三

半
藤

半
藤

半
藤

英
明
(
-
九
九
八
）
「
『
取
り
立
て
』
か
ら
見
た
係
助
詞
と
副
助
詞
」
『
成

蹂
國
文
』
第
三
十
一
号

英
明
(
-
九
九
九
）
「
『
二
分
結
合
』
を
め
ぐ
る
『
は
•
も
•
こ
そ
』

と
『
が
』
」
『
静
岡
英
和
女
学
院
短
期
大
学
紀
要
』

第
三
十
一
号

英
明
（
二

0
0
0
)
「
『
取
り
立
て
』
の
図
形
的
モ
デ
ル
」
『
静
岡
英
和

女
学
院
短
期
大
学
紀
要
』
第
三
十
二
号

野
田
尚
史
(
-
九
九
六
）
「
『
は
』
と
『
が
』
」
く
ろ
し
お
出
版

中
島
文
雄
(
-
九
八
七
）
「
日
本
語
の
構
造
」
（
岩
波
新
書
）
岩
波
書
店

-45-




